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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞

・岡本　将孝様～主治医よりラツーダ錠(20) 1T　1×夕食後　4日分継続処方と
なっています。8：50妻様より架電。自宅でも下痢が止まらず

持続。昨日昼はうどん、バナナ全量摂取。夕はご飯、味噌汁、

鮭数口のみの摂取で、朝食食べようとしないとの事。排尿も

ない為、早めに帰院して頂くよう説明しています。15時家
族様付き添いで帰院。妻様より車から中々出ようとしなかっ
たと。体温36.3℃。病棟では「すみません」と中々椅子に
座らず、ぼんやり立ち尽くしています。食事摂取量少なかっ
たとの事で、主治医より点滴1本処方となっている事、西病棟
で採血実施し腫瘍マーカーが僅かに上昇しており、主治医から
は経過観察の指示ある事を説明。本来であれば大腸癌フォロー
の為、11月に日赤Hp受診予定であったが、入院中の為
受診しておらず、日赤からは退院したら受診するよう言われ
ているとの事。月曜日に内科Drに診て頂きたいとの希望あり。
また、次回外泊として5/12(木)9：30～5/13(金)13時の希望
あり、受理されたら、体調等の状態含めたご連絡することで
了承されています。
・馬渡　澄雄様～SSTでは本人は頑なに退院を訴え、家族様の都合がある事

を説明しても、否定し自身の主張を訴え感情爆発あり。
　　　　　　　　4月末に施設入所を進めるため、兄様来院予定であったが

一向に連絡がない為連絡。兄様は、自身の体調不良と、
妻様が本人へトラウマがある事を話し、

「もう少し待って頂けないでしょうか？」と。
　　　　　　　　本人様は任意入院であり、スタッフも説明しているが、

離院の可能性もあり、離院時は治療の意思がなければ強制

退院となり、結果、兄様達がこれまで同様、本人に振り回さ

れる事を指摘。まず、本人を説得するようお伝えしています。
　　　　　　　　16日以降にSWと面談したい→調整後、連絡する事を説明。

　　　　　　　 スタッフ付添いで1Fの公衆電話で兄様に架電。攻撃的な
口調で、「もう帰る！」と。「20日までは待ってっていうから

待つけど…それ以降は出ていきます。先生にも言っておいて

下さい」と。スタッフへは礼節保たれています。
＜要注目患者様＞

・小坂　君子様～西病棟Bユニット24号室より北病棟308号室へ転入。嗜好品
などに拘りの強さあるも、説明に不機嫌さはなく礼節も保たれ
ています。
・岡本　将孝様～15時帰院。発熱なし。外泊中も下痢便頻回の結果、睡眠や食事、
水分摂取量にムラがあったとの事。依存傾向だが希死的言動なし。
主治医より点滴ＹＤソリタＴ３ 500ｍL×1の指示受け実施。
妻様に「面倒見切れないと言われました」と悲観的な言動聞かれ
ています。
・上村　みわ様～各食ホールで1/2～2/3摂取。被毒妄想なし。車椅子移乗時、安静
臥床時も疼痛あると話していますが介護抵抗はありません。
